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タイトル 

姿勢変化と呼吸・体幹筋活動との関連性 Abdominal muscle activity during breathing in different 

postural sets in healthy subjects.👈pubmed へ Mesquita Montes A.et al.(2017)  

  

本論文を読むに至った思考・経緯 

•呼吸筋である横隔膜はコアとしても注目される。呼吸と体の安定性は関連があると思われる。姿

勢変化に伴う、呼吸・体幹筋の変化に興味を持った。 

  

論文内容 

論文背景 

•CNS は姿勢および呼吸の調整のために、体幹筋活動を調整することで、腹腔内および胸腔内の

圧力を同時に調節する。腹横筋はその配置から、この役割を果たすのに最も適切な機械的効率を

有する。 

  

•姿勢制御のための横隔膜および腹横筋（TrA）の筋活動は呼吸器の活動性によって調節される。 

  

•呼気中に腹部筋収縮によって生じる腹腔内圧の増加は、横隔膜の筋線維の長さ-張力関係を最適

化することにより次の吸気のための呼吸システムを準備する。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28532880
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/28532880


研究目的 

•腹部筋活動は仰臥位から立位へと増加するが、姿勢変化における腹筋の個々の動員に関する証拠

はほとんどない。 

  

•研究目的は、健常人における呼吸中の腹部筋活動に対して、姿勢を変化させることでの効果を評

価することである。 

  

  

研究方法 

•29 人の 20 歳前後の健常人が参加した。 

  

•4 タイプの姿勢：①仰臥位②立位③両手を脇に着いた座位（tripod）④四つ這い（4 point 

kneeling position)にて同じリズムで呼吸をした。 

  

•表面筋電図を使用し、腹直筋(RA)、外腹斜筋(EO)、腹横筋(TrA)、内腹斜筋(IO)の活性を吸気お

よび呼気中で評価した。 

  

研究結果 

•呼気吸気共に、仰臥位と比較し、立位において外腹斜筋および腹横筋・内腹斜筋の活性化が有意

に高かった。 



•呼気中に、仰臥位や tripod と比較し立位で腹直筋の有意な活性を示した。 

  

•呼気、吸気共に仰臥位より tripod にて腹横筋と内腹斜筋の有意な活性を示した。tripod と比較

し、立位にて外腹斜筋、内腹斜筋、腹横筋の活性を示した。 

  

•仰臥位よりも立位にて脊柱起立筋（ES）も有意に活性している。 

  

論文を読んでいて興味を持った内容 

•肋間筋は、神経支配が T1~T11 と離れている。⇒上部胸郭や下部胸郭など粗大な動きだけでな

く、より細かな動きと動作の関連を探っていきたい。 

  

私見・明日への臨床アイデア 

•臥位と比較し、座位や立位などは重力に抗する必要があり、姿勢制御をより求められる。その

分、神経-筋活動は高まる事は容易く想像がつく。よりダイナミックな体幹筋活動や神経-筋活動

が不活性な方の体幹筋活動を促すには、臥位より立位など抗重力位や抗重力活動が求められる課

題が適しているかもしれない。しかし、臥位の方が、姿勢筋緊張が低い分、緊張の高い立位より

も細かな分離的な運動を促すのは向いているかもしれない。 
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